
トータク簡易排水装置TYPE-M

TACブリッジパイプ

トータク簡易排水装置TYPE-C
既存型枠材（発泡スチロール）

コンクリート橋 遊間部 簡易排水工法

橋梁 伸縮装置の漏水は樋で解決！
　　　止まらない漏水は
伸縮装置からの漏水を集排水
コンクリート橋遊間部の発泡スチロールを部分除去した後、「トータク簡易排水装置TYPE-C」を設置することで、
塩分が含まれる橋面からの漏水を集めて竪壁側面に排水し、橋台･支承･橋桁を保護します。

V型構造で橋の伸縮に追従
独自のV型構造で遊間内部のコンクリート壁にフィットし、
寒暖による橋の伸縮に追従するので、集水性を損ないません。

狭小な遊間内部にも止水材を塗布
専用機材により、橋幅員に渡って、「トータク簡易排水装置TYPE-C」とコンクリート接面に止水材を塗布する
ことで、コンクリート面への止水性を向上させました。

橋側面からの安心施工
橋上での作業はなく交通規制が不要です。

寒さに強いポリエチレン製
軽量で寒さに強く、腐食しません。

「集めて排水」「集めて排水」
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※実際に設置する際は、対象遊間および橋の状況により適宜選択します。

独自のV型 排水樋で伸縮装置の漏水を集排水

設置例

製品規格

●A橋の例

設置前
遊間内に発泡スチロールあり

設置後遊間内
遊間内に簡易排水装置TYPE-C設置　〇部

設置後張出部
流末処理として簡易排水装置TYPE-M

およびブリッジパイプ設置

●装置本体

（製品の接続）

TKH-CL

TKH-CS

①オス側にブチルゴムコーキングを塗布
②排水樋を重ねて密着させる
③電動ドリルで開孔する
④リベット打設固定
⑤ブチルゴムテープでシーリング

型番
TKH-CL
TKH-CS

L（有効長）

1,000

対象遊間
単位：㎜

65～120
50～75

①②

③ ④

⑤

簡易排水装置
TYPE-M
簡易排水装置
TYPE-M

ブリッジパイプブリッジパイプ



既設コンクリート橋桁端部の腐食環境を改善

設置効果

トータク簡易排水装置TYPE-Mが張出部からの漏水を集水しました。
張出部からの漏水は、冬季 凍結防止剤を含む雨水が橋座に流れ、桁間に流入するおそれがありますが、これを抑制できます。

●張出部の状況（トータク簡易排水装置 TYPE-M）

設置前 設置後

橋座の滞水が大幅に少なくなりました。

●橋座の状況（雨天時）

設置前 設置後

コンクリート壁の伝い水を排水樋が集排水していることを確認しました。

●遊間内部状況

注） 当製品は、橋座の滞水を大幅に低減することができますが、伸縮装置からの漏水以外にも滞水が生じる要因（張出部からの伝い水やコンクリート壁の
　　ひび割れによる土中からの廻り水等）が考えられるため、必ずしも橋座が乾燥状態を保つことを保証するものではありません。

注） 伝い水のイメージを分かり易くするため水色に着色しております。

経過観察（A橋 設置 1年4ヶ月後）

横桁

横桁横桁

主桁主桁主桁主桁

橋座橋座

パラペットパラペット

主桁主桁

橋座橋座

TYPE-MTYPE-M

TYPE-CTYPE-C

横桁

パラペット

パラペット

伝い水跡→ 伝い水跡

経過観察（C橋 設置 12ヶ月後）

排水樋 排水樋



既存伸縮装置を活用 遊間内部に排水樋を設置

施工手順
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※横桁製作時の既存型枠材

①先導孔削孔 ②1次拡径 ③2次拡径

⑤排水樋設置 ⑥止水材塗布･養生
（遊間内部確認）

流末処理（TYPE-M+ブリッジパイプ）
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発泡スチロール部分※除去 排水樋設置

参考文献

「伸縮装置からの漏水を集排水する」考え方は次の図書、
文献にも取り上げられています。
●平成28年度 土木研究所講演会講演集（土木研究所資料第4345号）
　新たな道路メンテナンス技術の実現に向けて
●技術雑誌 土木技術資料 第55巻 11号 平成25年11月1日発行
　「既設コンクリート道路橋桁端部の腐食環境改善への取組み」

1次拡径部の上に削孔1次拡径部の上に削孔

1次拡径1次拡径

発泡スチロールを丸く削孔発泡スチロールを丸く削孔



橋の伸縮に追従 優れた集排水性

各種試験

●伸縮追従性試験

樋は拡がり、遊間長の変位に追従しました

【試験方法】
遊間内に見立てた装置に樋を設置し、60℃（遊間長小）⇒25℃（遊間長大）で、樋が遊間長の変位に追従するかを確認しました。

試験装置 赤インクは、壁伝いに樋に流れ込んで
いきます

止水材により、赤インクが樋の外側に
漏れることはありませんでした

【試験方法】
アクリル壁に設置した樋の上方より赤インクを流し、樋が壁からの伝い水を集水するかを確認しました。

●止水性試験

●散水試験（設置1年後）

伸縮装置付近に散水 排水樋が伸縮装置の漏水を集排水しています 橋座に新たな滞水は生じません

橋上で伸縮装置付近に散水し、排水樋が伸縮装置からの漏水を集排水することを確認しました。

遊間長55mm遊間長55mm 遊間長75mm遊間長75mm



コンクリート橋遊間部の非排水化対策に新しい考え方

適用範囲

関連製品
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■お問い合わせは

№CA-20181
平成30年6月作成

※このカタログに記載されている規格･寸法･仕様･色調については商品改良の為、予告なしに変更する場合があります。
　この変更によって生じる損害については、当社はその責任を負いかねますので予めご了承ください。

●対象橋梁

●トータク簡易排水装置TYPE-M ●TACブリッジパイプ

コンクリート橋（PC橋、RC橋など）

●対象遊間長
桁端遊間長　50㎜～120㎜

●適用外の事例

●その他適用条件有
①遊間内部の発泡スチロールが残存していること
　（エラスタイト、モルタル等は不可）
②作業スペースが確保できること
　（施工機材等が設置できる事）

重要

②作業スペース（2m×1.5m×1.1m程度）

①

設置例

ライフラインが添架されている

（例1）

遊間部の端が埋まっている

（例2）

遊間の延長上に一般部がある

（例3）

施工時に使用する専用機材の貸出につきましては、約款を確認の上、別途同意書に同意頂く必要があります。


